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要約 児童生徒は多くのファンタジー作品を読んでいる実態があるが,それが国語科学習での物語・小説等の「読

み方=言語技術の基礎・基本指導」と結びついていない傾向がある。人間的な想像力や判断力・考える力やま

とめ伝える学力等の「確かな基礎・基本指導」「評価の観点の明確な学び方指導」の欠落は,児童生徒の「読

書力の低下」や「読解力の低下」に結びついている。いわゆるファンタジー作品(教材)には多様な形や構造・

歴史があるが,“ファンタジー(特にローファンタジー)"と呼ばれる作品群は,作品世界は現実→非現実→現

実という7構成jを持ち,9~14歳くらいの時期の中心人物が幾つかのﾄ出来事」と出会い成長する,r非現

実」の場面は無意識の葛藤や心理の象徴的な描写等によって描かれる等の特質を持つことが多い。本稿はこれ

まで漠然とした「読解」「鑑賞」に終始してきたファンタジー(特にローファンタジー)"教材の特質を生か

し,児童生徒の知的な関心や意欲とリンクさせながら,今日的な読書力や発信・評価能力育成に結びつくよう

な授業・評価開発を実践的に提案するものである。

Keywords : 到達目標(評価基準),ファンタジー,読書力,評価,学習過程

1 はじめに

一子ども達の実態と「学び方・評価」上の混乱-

『ハリーポッター』『ダレン・シャン』等,子ども

達は多くのファンタジー作品を読んでいる。また,

『千と千尋の神隠し』『ハリーポッター』『ロード・オ

ブ・ザ・リング』等の映画,『ファイナル・ファンタ

ジー』等のゲームが大流行し,ファンタジーブームの

現在,絵本や物語だけでなく,アニメやコミック・ド

ラマや映画・ゲーム等にも,「現代文学的な方法とし

てのアアンタジーの方法」と名づけることのできる作

品の技術や構造が頻繁に使われている。

児童生徒は,冒険や闘いを通して成長する中心人物

の少年・少女に自分を投影させながら,ファンタジー

を楽しく読むことができる。

しかし,ストーリー展開だけを追って描写に目を向

けることができなかったり,架空の物語の世界に没頭

するあまり,現実と非現実の境界がわからなくなった

りする児童も多い。

児童生徒の興味・関心を生かしながら,ファンタジー

(物語)を「正確に」「豊かに」読み解き,自分の生き

方の再発見や現実認識に結びつくような読書力につな

がる言語技術を身に付けさせる必要がある。

2「到達目標(評価基準)」を明確にした授業と評価

(1)ファンタジーの教材性と指導の混乱

ファンタジーでは,複雑で曖昧な現代社会の歪みや

人間の深層心理が,設定された非現実空間(空想・夢・

無意識・異次元の世界)のなかで,中心人物の冒険・

闘い・葛藤等を通して象徴的に描かれる。民話や創作

童話等とは違い,現代社会の歪みや人間のあり方等の

テーマを作者独特の個性的な表現技術と構造で描く

「現代文学の方法」を使って描かれていると考えるこ

とができる。

そのため,以下の3点の教材性がある。

①ファンタジー(物語)の読み方を教えることは,小

学高学年~中・高校でF現代文学の方法jを使って

描かれている小説・随筆・古典等さまざまなシャン

ルの文学作品を読む際の基礎・基本となる。

②アアンタジーの理解から発信へのステップを教える

ことは,絵本や物語だけでなく,アニメ・コミック,

映画やドラマ等のメディア情報を主体的に読み解く

際にも応用・発展できる。

③人間の深層心理や現代の歪みを中心人物の冒険や闘

いを通して象徴的に描くファンタジーを読むことは

複雑で曖昧な「現実」「自己の内面」を読み解き,

再発見することになる。
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しかし,現在の教科書教材を活用したファンタジー

教材の指導では,ファンタジーの特質や構造を踏まえ

ないままに,物語教材と同じように,場面ごとの心情

の読解中心で指導されていることが多い。心情の読み

取りだけでは,学んだことが小学高学年以降で小説等

を読む際に応用・発展していかないという問題点が見

られる。

ファンタジーの魅力(中心人物の変化・作品の構造・

表現技術等)を味わわせ,小学校高学年~中学・高校

での文学教材(小説・随筆・古典等)やメディア情報

の読み方に結び付くようなファンタジー(物語)の読

み方の基礎・基本を教えていく必要がある。

(2)「理解」から「発信」までの言語技術を

今まで学習の発展として読書紹介や読書郵便,帯紙

作り等が行われてきた。また,豊かな読書力を身に付

けさせるという目的のために,朝の読書や読み聞かせ

等が行われてきた。

しかし,それらは児童の意欲や活動に任せたものが

多く,「何をどのように書け(話せ)ばよいのか」「ど

こまでできたらよいか」という観点や方法・評価が曖

昧である場合が多かった。

真の読書力を育成するためには,「読むこと」が自

分の表現(話す・聞く)や読書生活に結びついていく

ように,「理解」から「発信」までの言語技術を段階

的に身に付けさせていくことが大切である。

本稿では,ファンタジー(物語)を「正しく」理解

するための観点をモデル学習として学んだ後,自分の

お気に入りの本を「豊かに」読み,個性的に発信する

段階的な学習過程と,何を学べばいいのか「学び方」

が児童に楽しく身に付く学習シートを提案する。

(3)ファンタジー(物語)の理解から発信ヘ

ー段階的な学習過程(9時間)-

2つのファンタジー教材「名前を見てちょうだい」

(あまんきみこ作 小2・東京書籍)「白いぼうし」

(あまんきみこ作 小4・光村図書)を例に,以下の

ように,ファンタジー(物語)の「読み方」の基礎・

基本から発信への段階的な学習過程を構成し,全ての

児童にファンタジーの理解から発信までの言語技術を

身に付けさせたいと考えた。

①導入・基礎技術(0.5時間)

ファンタジー(物語)の説明と学習意欲の喚起

②基本学習(1.5時間)

「名前を見てちょうだい」によるファンタジーの読

み方の理解

③発展的学習(3時間)

基本学習を踏まえた「白いぼうし」の理解

④発展学習(4時間)

お気に入りのファンタジーの選択

自分の立場からのアアンタジーの理解から発信・交

流・評価

(①~④にっいての振り返り・評価学習)

3 実践の概要

(1)児童の実態

①言語能力の差が拡大してくる小学校中学年では,絵

本ばかり好んで読む児童と長編の物語を読む児童と

二極化してくる。どの児童も楽しく取り組めるよう

に指導事項とポイントを焦点化した学習シートを使っ

て,ファンタジー(物語)の読み方をシンプルに教

える必要がある。

②小学4年生の時期に,ファンタジー(物語)の「読

み方」を教えることは,中・高校生で小説・随筆・

古典等のさまざまなジャンルの文学作品やアニメ・

コミック,映画やドラマ,ゲーム等のメディア情報

を主体的に読み解く際にも応用・発展できる。

③物語の感想を書く,本の紹介をする等の場面で「感

想は別にない。書き方がわからない。」と戸惑う児

童が見られる。「読むこと」が自分の表現「書く・

話す」に結びつくような,論理的な発信の方法を段

階的に教える必要がある。

(2)学習目標

①ファンタジー(物語)を読む楽しさに気付かせる。

②ファンタジー(物語)を「正確に」「豊かに」理解

させる。

③自分が発見したファンタジーの魅力を相手に分かり

やすく発信させる。

(3)評価基準のポイント ーファンタジー(物語)

の読み方の基礎・基本から発信へのステップー

①正確でなめらかな音読

②新出漢字の読み方,難語句の理解

③状況設定(時代・舞台・登場人物)の理解

④あらすし,ファンタジー特有の構成【現実→非現実

→(現実)】の理解

⑤人物像の理解(中心人物の変化ときっかけ,中心人

物と対比人物)

⑥個性的な表現技術の理解(心理・自然・行動描写,

象徴的なイメージ)

⑦自分の立場からの理解(「自分の考え」を持つ)

⑧発信・交流(スピーチ報告・情報リテラシー・読書

体験)

(4)学習指導計画(資料1一次頁参照-)

4 教材の特質と生かし方

(1)「名前を見てちょうだい」でファンタジーの「読

み方」の基礎・基本を

「名前を見てちょうだい」は「現代文学的方法とし

てのファンタジーの方法」をシンプルに示している作

品と解釈できる。以下の4点の教材の特質があるため,

ファンタジー(物語)を「正しく」理解するための観

点(状況設定・あらすじと場面,ファンタジー特有の
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構成,中心人物の変化ときっかけ,中心人物と対比人

物等)を教えるのに適している。

①小学2年生の教材であるため,文章を読むことが著

手な小学4年の児童にも,状況設定・場面ごとのあ

らすしか捉えやすい。短時間で指導事項をシンプル

に絞って学習することができる。

②ファンタジー特有の作品の構成(現実→非現実→現

実・ローファンタジーの基本構造),現実から非現

実への境界(入り口)の設定(強い風)が分かりや

すい。

③強い意志と勇気ある行動により大切な帽子を取り戻

す少女(えっちゃん)の成長物語であるため,中心

人物の変化ときっかけが理解しやすい。

④自己の喪失と獲得という抽象的なテーマが帽子を取

り戻す少女を通して描かれている。帽子=父母の愛

情,名前=自分自身を象徴しており,象徴的な描写

の技術を児童に理解させやすい。

(2)基本学習で学んだ観点を生かして「白いぼうし」

の“正確で"“豊かな"理解を

「白いぼうし」は,『車のいろは空のいろ』シリー

ズの作品の一つである。このシリーズでは,タクシー

の運転手「松井さん」が遭遇する人物(動物)や事件

を通して,現代社会の批判,生命・自然の讃美という

テーマが繰り返し描かれている。

以下の3点の教材の特質があるため,ファンタジー

の一つの応用編として位置付ける。基本学習で学んだ

ファンタジーの「読み方」を生かし,発展学習での自

分のファンタジーの紹介(発信・交流・評価学習)に

つながるように学習を展開する。

①ファンタジー特有の構成(現実→非現実→現実?)

や,現実から非現実への境界(入り口)の設定が児

童にとって理解しにくい。

②中心人物F松井さん」は視点人物でもあり,成長し

た大人であるため,中心人物の変化ときっかけが捉

えにくい面がある。

③個性的な表現技術(優れた人物描写・自然描写,感

覚的な表現,夏みかんの象徴性)の魅力と読み方を

教えやすい。

5 指導の実際

(1)導入・基礎技術(0.5時間)

ます,児童にとってなじみの深い『ハリーポッターJ

r千と千尋の神隠し』等を例に挙げ,「ファンタジーと

は①現実にはあり得ない出来事や冒険・闘いがでてく

る②それらを通して,主人公が生きる知恵と勇気を学

び,成長する物語である。」と説明した。

次に,到達度チェックリスト(資料2)を配布し,

学習のめあて(①ファンタジーの「読み方」を学習す

る②自分でファンタジーの魅力を見っけ,友達に紹介

する)を知らせた。到達度チェックリストは,教材文

の下に付け,毎時間,学習の最初にめあての確認,終

わりに自己評価する際に使用した。

学習の目的・方法を児童に明確にすることで,学び

方と自己評価能力を育てることができる。

(2)基本学習(1.5時間)

基本学習では,学習シート1・2を使って,「名前

を見てちょうだい」を到達度チェックリストの観点

(評価基準)に従って,正確に理解させる。

「名前を見てちょうだい」は,本稿で述べるような

ファンタジーの方法をシンプルに示している作品であ

るため,ファンタジー(物語)を「正しく」理解する

ための観点を教える「モデル」として適していると考

えた。

1時間目には,範読・音読練習,難語句の意味の確

認を行った後,ます,発問により,状況設定(いつ・

どこが舞台で・だれが出てくるか)を確認した。状況

設定をとらえることは,物語や小説を読む上での基礎

となる。

次に,学習シート1(資料3)を使って,あらすじ

を理解させた。学習シートのステップは到達度チェッ

クリストのステップと同じにした。小学校2年生の教

材であるため,国語が苦手な児童もスムーズにキーワー

ドを記入することができた。あらすじをこのように1

枚にまとめることで,長い文章が一目でわかり,構成

や中心人物の変化をとらえる際の助けになる。

その後,児童にとって親しみ深い宮崎駿のアニメ映

画『千と千尋の神隠し』の例を挙げ,ファンタジーの

一つのタイプは,現実→非現実→現実という構成になっ

ている,現実から夢の世界への境界(入り口)が設定

されていることを教えた。すると,『不思議の国のア

リス』『となりのトトロ』『猫の恩返し』等,児童はな

じみのある物語やアニメから自分で似たような例を探

し,次々とうれしそうに発表していた。今まで自分が

何気なく見ていた物語やアニメ・映画にファンタジー

の方法が使われているということを学習することは,

児童にとって知的好奇心を揺さぶる楽しい学習にな

る。

最後に,「名前を見てちょうだいｺﾞでは,強い風が

夢の世界への境界であることを読み取らせた。

2時間目には学習シート2(資料4)を使用した。

ます,中心人物のはじめ・おわりの様子,変化のきっ

かけを理解させた後,クライマックスのえっちゃんが

大きくなる場面の描写を読み取った。その後,どうし

て,えっちゃんは大きくなったのかについて話し合っ

たところ,帽子をとられた怒りや勇気に気付くことが

できた。中心人物の変化とその意味を理解することは

作者の思想やテーマを考える際に重要である。

次に,名前の象徴性について考えさせた。この作品

では,名前を取り戻すという現実にはありえない出来

事を用いて,自己の喪失と獲得というテーマを描いて
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資料2 到達度チェックリスト

資料3 学習シート1 基本学習 → 設定・あらすじ,ファンタジーの構成の理解

資料4 学習シート2 基本学習 → 中心人物の変化と原因・象徴的な描写の理解
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資料5 学習シート3 発展的学習 → 設定・あらすじ,構成,人物像の理解

資料6 学習シート4 発展的学習 → 象徴的・感覚的な描写の理解
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資料7 学習シート5 発展学習 → 自分の立場からの理解

(基本・発展的学習で学んだ観点を生かし,自分でファンタジーを読む)

→ スピーチ原稿(情報の選択・判断・構成)資料8 学習シート6 発展学習
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いる。小学校4年生には少し難しいかと思われたが,

「名前=自分自身・自分の存在」であることに3分の

2の児童が気付くことができた。

最後に,自分の好きな場面・人物・描写について感

想を書かせた。常に自分の考えを持ちながら読むこと

は読書に対する主体的な態度を育てる。好きな人物に

では,えっちゃんだけでなく,大男・きつね等をあげ

る児童もおり,児童の個性が発揮されるところである。

(3)発展的学習(3時間)

基本学習で学んだファンタジーの「読み方」を生か

して,学習シート3・4を使って,F白いぼうしjを

「正確に」「豊かに」理解させる。基本学習と同様に,

到達度チェックリストのファンタジーを読む観点に従っ

て学習を進めると,児童に到達目標(評価基準)が明

確になる。

発展的学習の1時間目には,学習シート3(資料5)

の上半分を使用した。ます,十分な音読,難語句や新

出漢字の確認を行った後,状況設定について読み取ら

せた。 2回目の学習なので,児童はスムーズに状況設

定を読み取ることができた。

次に,「白いぼうしでは何場面から夢の世界に入っ

て,何場面で現実の世界に戻ってくるでしょう。」と

発問し,教師の範読を聞きながらアアンタジー特有の

構成について考えさせた。「白いぼうし」は,「名前を

見てちょうだい」のように現実→非現実→現実という

明確な構成になってはいないため,児童の意見も最後

の9場面が夢,現実の2つに分かれた。そこで,現実

か夢の世界なのかわからないように余韻を持たせて終

わっていること,ファンタジーにはいろいろな構成が

あることを知らせた。その後,現実と非現実の境界が

“夏みかんのにおい"であることを読み取らせた。

2時間目には学習シート3の下半分を使って,中心

人物について理解させた。松井さんは,中心人物兼視

点人物であり,成長した大人であるため,えっちゃん

のようには,大きく変化しない。そのため,ここでは,

松井さんの人物像を描写に線を引かせながら,丁寧に

読み取らせた。

3時間目には,学習シート4(資料6)で,この作

品の魅力の一つである個性的な表現技術(①自然描写・

感覚的な表現②夏みかんの象徴性)の読み方を理解さ

せた。描写や表現技術を読むことは,小学校高学年か

ら,中学・高校にかけては大切なポイントになる。

白いちょうが飛ぶ8場面は,視覚や聴覚という感覚

的な表現を使って,四角い建物・大通りとは対照的に,

自然や生命が幻想的に美しく描かれている。ステップ

6の②にあるように,絵に描かせるという手だてをと

ることで,児童は楽しく描写に注目しながら読むこと

ができた。

次に,夏みかんが出てくる場面・色やにおいの描写

を正確に読み取らせた後で,夏みかんの象徴するもの

について話し合わせた。児童は,「おふくろの愛情」

「夏というイメージ」「松井さんのやさしさ」「さわや

かさ」を表していると豊かに読むことができた。

最後に,好きな人物・場面・表現について自分の考

えを書かせて,発表させた。

(4)発展学習(4時間)

発展学習では,基本学習・発展的学習で学んだファ

ンタジーの「読み方」を生かし,自分が好きなファン

タジーを読み,その魅力を分かりやすく発信する(書

く・話す)学習を行った。

1時間目には,自分の好きなファンタジーを選択し

た。絵本から物語までいろいろな種類のファンタジー

から,あらすじや構成が理解しやすいものを学校や市

の図書館から借り,教室の後ろにコーナーを設けて支

援した。 9人の児童が自分から『桂子春』『黒ねこサ

ンゴロウ』等のファンタジーを探して持ってきた。

2時間目には,学習シート5(資料7)の項目にし

たがって,ファンタジーの魅力を分析させた。②状況

設定,③ファンタジーの構成(組み立て)と境界,④

好きな人物・場面・表現は,基本学習・発展学習で学

んだ観点と同じなので,全員が記入することができた。

3時間目には,学習シート5を見ながら,スピーチ

原稿を書かせた。一番最初に,スピーチ原稿の見本を

示し,論理的な構成で書くこと,「はじめ」で本の紹

介,「なか1」で設定と構成,「なか2」で好きな場面・

人物・表現,「まとめ」で本の魅力,「むすび」でみん

なへの紹介を書くことを確認した。

次に,学習シート6(資料8)を配布してスピーチ

原稿を書かせた。スピーチ原稿には,書くときのポイ

ント(評価基準)を示しておいた。前時に観点に従っ

てメモしてあるので,ほとんどの児童が,スムーズに

書くことができた。書けない児童には,個別に支援し

た。構成や型を教えると児童の個性が失われるのでは

という意見もあるが,選んだ場面や人物にその子らし

さや個性が表れる。

4時間目には,学習シート7(略)を使って,おす

すめのアアンタジーの発表会をグループごとに行った。

自分と友だちの発表について評価させた後,学習全体

を通してわかったこと・思ったことを記述・発表させ,

学習のまとめとした。

6 実践の考察

(1)なぜファンタジー(物語)の読み方を教えるのか?

子どもたちは多くのファンタジー作品を読んでいる

実態がある。 しかし,これらの作品を「正確に」「豊

かに」読み解く方法の基礎・基本や生き方の再発見や

現実認識につながるような読書の言語技術は十分教え

られているとは言い難い。

児童にとってなじみが深く,興味・関心の高いファ

ンタジーを取り上げ,ファンタジー(物語)の読み方
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を教えること(本稿ではいわゆるローファンタジーの

基本構造と国語学力としての「読み方」の言語技術,

それを論理的に発信する技術)は,物語や民話,創作

童話だけでなく,中・高校生で小説・随筆・古典等の

文学作品を読む際やアニメ・コミック,映画等のメディ

ア情報を主体的に読み解く際の基礎・基本となる。

また,ファンタジーでは自己の喪失や獲得,友情等

のテーマや現代社会の歪みや批評が,現実にはあり得

ない冒険や闘い等を通して象徴的に描かれる(無意識

の世界の描写,シンボリックな虚構化の方法というこ

とができる)。自己の生き方や社会に対するものの見

方や感じ方が拡大する時期にファンタジーを読むこと

で,児童は複雑で曖昧な「自己の内面」「現実」を読

み解き,再発見する一つの契機とすることになる。

(2)4段階の学習過程の有効性

導入・基礎技術(ファンタジーの特質・構造の理解)

→基本学習(ファンタジーの「読み方」の観点の理解)

→発展的学習(「読み方」の観点を生かした理解)→

発展学習(自分の立場からの理解・選択・判断・構成・

発信・評価)という4段階の学習過程で学習を進めた

ことにより,児童の実態に合わせ,「理解」から「発

信」までの学び方を身に付けることができた。

今回の実践では,児童が,基本学習や発展的学習で

学んだファンタジーの「読み方」の観点に基づき,発

展学習で自分のお気に入りのファンタジーを読み,進

んでスピーチ原稿を書いて紹介をする姿が見られた。

こうした学習過程で今後も学習を進めていくことに

より,漠然とした教材の「理解」「鑑賞」に終わらす,

読書スピーチや日常の読書活動へと応用・発展するこ

とができ,児童の読書力や発信・評価能力を伸ばすこ

とができると考える。

(3)学習シートの有効性

「何を学習すればよいのか」が目に見えるように,

指導事項を焦点化した学習シートを活用したことによ

り,文章を読む・書くことが苦手な児童も,意欲的に

学習することができた。

学習後の児童の感想でも,

・話の設定がとてもよくわかった。自分でも設定が見

つけられた。(7人)

・ファンタジーにはきちんと構成があるということが

わかった。(10人)

・登場人物や舞台・構成など(本を読むときに)いろ

いろなことをこういうふうに読めばいいんだなとい

うことがわかった。

等に見られるように,ファンタジーの読み方や学習の

方法がわかり満足する姿が伺えた。

これは,到達度チェックリストを児童に示し,その

項目に合わせて,基本学習・発展的学習・発展学習で

の学習シートを作成したことにより,児童にファンタ

ジーの読み方の基礎・基本を身に付けさせることがで

ー

きたためだと考える。

7 おわりに

現在,「読解力低下」が問題視されるとともに,主

体的で豊かな読書力の育成が求められている。今回,

児童生徒にとって興味関心の高いファンタジー教材を

取り上げ,ファンタジー教材の理解から発信への言語

技術・評価能力を身に付けるために,4段階の学習過

程と到達目標を明確にした学習シートを提案した。

児童生徒の実態や知的な関心や意欲とリンクさせな

がら言語技術を身に付けさせていくことで,豊かな読

書力を育てることができると考える。
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